
  
西

部
支

店
 ☎

22−4880　
東

部
支

店
 ☎

22−0695 ☎
22−0797（

営
農

相
談

用
）

北
部

支
店

 ☎
22−1102　

中
央

支
店

 ☎
22−0387

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
h

ttp
://w

w
w

.u
o

zu
.ja

-to
ya

m
a
.jp

/

発
行

 魚
津

市
農

業
協

同
組

合
 〒

937-0067 魚
津

市
釈

迦
堂

1-14-17 編
集

 組
合

員
課

                    　
印

刷
（

株
）

す
が

の
印

刷

正
組

合
員

戸
数

 2,365戸
 准

組
合

員
戸

数
 3,387戸

・
正

組
合

員
数

 2,650人
 准

組
合

員
数

 4,497人
（

平
成

29年
３

月
末

現
在

）
TEL  0

7
6

5
-2

4
-9

9
2

4
FAX  0

7
6

5
-2

4
-9

9
2

2
Face

 b
o

o
kや

っ
て

ま
す

J
A

う
お

づ
　

h
ttp

://w
w

w
.fa

c
e

b
o

o
k.c

o
m

/ja
u
o

zu

J
A

う
お

づ
青

壮
年

部
　

h
ttp://w

w
w

.face
b
o

o
k.co

m
/ja

yo
uth.uo

zu

◆第52回通常総代会開催 Ｐ２

◆総代の皆さん　 Ｐ４

◆トピックス　なかいたさくら祭り２０１７に出店 ほか Ｐ６

◆農作業メモ　適正な水管理と徹底した中干しで健全な稲体を！ Ｐ８

◆女性部　ＪＡ新川地区女性組織協議会　第8回総会 ほか Ｐ10

◆青壮年部　園児とジャガイモ定植　食農教育事業 Ｐ11

目
次

農
協
だ
よ
り

月

農
協
だ
よ
り

月
JA
JA

園
児

と
ジ

ャ
ガ

イ
モ

定
植



JAうおづ2017.5 2

魚津市農業協同組合

第１号議案	 	第52年度事業報告及び剰余金処分案承認の件

	 報告事項　第52年度貸借対照表、損益計算書、注記表及び附属明細書の件

第52年度部門別損益計算書の件

第２号議案	 役員全員任期満了につき改選の件

第３号議案	 第53年度事業計画設定の件

	 付帯決議　内容について経済情勢の変化などにより必要がある場合、一部変更

を為すことを理事会に一任する。

第４号議案	 第53年度賦課金の額、賦課方法、徴収時期及び徴収方法決定の件

１．賦課金の総額	 320万円

２．賦課方法	 平成29年７月20日現在において賦課し、その基準は次による。

	 ①面積割　田畑10ａ当り150円　　②正組合員割　250円

３．徴収時期	 平成29年９月25日までに全額徴収する。

４．徴収方法	 徴収の最終期日までに通知書に基づいて納入されない時は、

その期日をもってこの組合の貯金口座から振替決済の方法

による。

第５号議案	 第53年度における理事の報酬に関する件

	 第53年度における理事の報酬は、総額2,502万円以内とし、その範囲内における

各理事の報酬並びに支給方法などは理事会に一任する。

第６号議案	 第53年度における監事の報酬に関する件

	 第53年度における監事の報酬は、総額590万円以内とし、その範囲内における各

監事の報酬並びに支給方法などは監事の協議に一任する。

第７号議案	 理事の退職慰労金贈呈の件

第８号議案	 監事の退職慰労金贈呈の件

第９号議案	 全国農業協同組合連合会が行う農業経営事業に関する同意の件

特 別 決 議	 「JAグループの自己改革の実践に関する特別決議」について

議長　山本芳夫

第52回 
通常総代会開催

第 52 回 通 常 総 代 会 議 案
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第
52
回
通
常
総
代
会
受
賞
者

（
敬
称
略
）

第
52
回
通
常
総
代
会
受
賞
者

第
52
回
通
常
総
代
会
受
賞
者

役
員
就
任
挨
拶

　

新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
各
位
に
は

愈
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、「
Ｊ
Ａ
う
お
づ
」
に
対
し
格
別
の
ご
高
配

を
賜
り
感
謝
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
３
月
18
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
52
回
通
常
総
代
会
の
ご
承
認
に
よ
っ
て
、第
19
期

役
員
の
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ト
ラ
ン
プ
米
国

大
統
領
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
か

ら
脱
退
し
、
二
国
間
で
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

を
目
指
す
」
と
表
明
す
る
等
、
難
し
い
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
が
、

経
営
理
念
で
あ
り
ま
す

Ⅰ
．「
貢
献
と
奉
仕
」

―
―	

活
力
あ
る
農
業
生
産
と
魅
力
あ
る
農
業

振
興
へ
の
取
組
み

Ⅱ
．「
創
造
と
実
践
」

―
―	

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
積
極
的
で
主
体

的
な
取
組
み

Ⅲ
．「
信
頼
と
共
生
」

―
―	

組
合
員
や
利
用
者
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
活
動
の
取
組
み

を
柱
に
、「
頼
り
た
い
」・「
誇
り
た
い
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．米
づ
く
り
優
良
生
産
者

	

西
部
支
店（
下
中
島
）	

髙
慶　

義
平

	

東
部
支
店（
上
野
方
）	

石
﨑　

栄
成

	

北
部
支
店（
道　

下
）	

松
本　

謙
介

２
．優
良
生
産
団
体
表
彰

	

Ｊ
Ａ
う
お
づ　

ね
ぎ
出
荷
組
合

３
．永
年
勤
続
生
産
組
合
長

	

西
部
支
店（
友　

道
）	

中
島　
　

勲

４
．優
良
生
産
団
体
長
表
彰

	

西
部
支
店（
石
垣
新
）

	

農
事
組
合
法
人
志
む
ら
営
農
組
合

	
	

熊
林　

昭
作受賞者のみなさん

理　事

小坂 郁雄
理　事

林 　清唯
理　事

岩﨑 利博
理　事

川﨑 敏行
常務理事

高島 　勝
常務理事

杉田 俊次
副組合長理事

関口 宏明
代表理事組合長

海野 武史

監　事

長谷川宗明
監　事

坂本 勝晴
常勤監事

高瀬 春枝
代表監事

原 　武雄
理　事

加藤 　寛
理　事

坂本 光張
理　事

元由 玉恵
理　事

本田 勇二

新
役
員
の
紹
介
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石
坂
　
裕
樹

石
坂
　
誠
一

石
坂
　
隆
広

寺
田
　
健
一

梅
原
　
貞
夫

梅
原
　
弘
之

山
口
　
　
坦

新
村
　
　
隆

後
藤
　
祐
男

新
村
　
　
明

中
川
　
明
夫

梅
原
　
　
修

石
坂
　
久
雄

高
木
　
哲
夫

八
倉
巻
一
弘

濱
田
　
和
男

八
倉
巻
外
光

高
橋
　
博
信

高
島
　
宗
雄

高
島
　
金
二

高
島
　
孝
二

中
村
　
幸
治

折
川
　
孝
義

坪
崎
　
芳
松

坪
崎
　
誠
一

吉
田
久
仁
義

飛
世
　
義
邦

折
川
　
保
豊

山
崎
　
憲
良

飛
世
　
義
和

野
田
　
　
実

野
田
　
由
則

野
田
　
崇
之

野
崎
　
隆
雄

吉
崎
　
　
進

髙
慶
　
義
平

宮
本
　
宗
吉

常
楽
　
　
悟

吉
崎
　
道
隆

吉
崎
百
合
子

浜
崎
由
紀
夫

宮
本
　
宗
明

中
村
　
光
雄

吉
崎
　
健
昭

吉
崎
　
雅
人

寺
西
　
義
森

寺
西
　
辰
夫

吉
田
　
久
幸

久
田
　
政
弘

大
崎
　
松
雄

金
坂
　
　
隆

金
坂
　
隆
男

金
坂
　
広
徳

林
　
　
隆
之

水
尾
　
源
立

川
上
　
　
昭

三
井
　
昭
浩

牧
　
　
　
滋

馬
場
　
義
浩

牧
　
　
修
治

村
崎
　
信
武

宮
腰
　
信
一

早
川
　
隆
幸

久
﨑
　
義
治

久
崎
　
清
司

広
瀬
　
正
悦

早
﨑
　
弘
明

早
崎
　
栄
治

溝
口
　
哲
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溝
口
　
省
三

溝
口
　
妙
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溝
口
　
夏
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石
倉
　
隆
幸

松
崎
　
映
憲

石
倉
　
　
勉

松
崎
　
克
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梅
田
　
宗
雄

寺
主
　
忠
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田
林
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永
田
　
幸
明

田
林
　
親
幸

岩
崎
　
健
一

吉
倉
　
重
昭

谷
川
　
岩
吉

宮
崎
　
平
一

谷
川
　
　
進

上
楽
　
　
豊

上
楽
　
　
晃

上
楽
　
光
子

伊
東
　
新
二

谷
川
　
芳
一

山
北
　
喜
道

山
北
　
清
明

山
根
　
義
治

山
根
　
武
夫

林
　
　
兵
寿

野
崎
　
　
努

川
田
　
隆
司

山
崎
　
　
彰

川
崎
　
好
人

小
林
　
浩
一

山
北
　
　
聡

椎
名
　
用
偉

椎
名
　
俊
雄

上
田
　
健
一

石
川
　
道
範

早
崎
　
嘉
博

木
下
　
正
良

肥
塚
　
宗
昭

大
崎
　
武
志

山
崎
　
敏
夫

木
下
　
照
憲

米
山
　
久
清

木
下
　
平
作

松
田
　
弘
治

中
田
登
與
志

肥
塚
　
政
雄

谷
山
　
敦
昭

石
崎
　
武
彦

道
音
　
澄
夫

窪
田
　
清
男

大
江
　
　
進

大
畠
　
敏
行

山
根
喜
與
一

小
西
　
善
盛

山
根
　
一
郎

小
西
　
辰
夫

金
山
　
清
隆

金
子
　
孝
雄

谷
山
　
賢
一

吉
崎
　
寿
夫
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崎
　
貞
重
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平
　
和
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金
森
　
喜
保

松
田
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之
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清
信

舟
林
　
久
義

林
六
右
エ
門

酒
井
　
清
児

林
　
　
善
晴

清
河
　
明
彦

清
河
　
純
夫

林
　
　
豊
蔵

清
河
　
暢
夫

林
　
　
喜
範

今
井
　
　
清

池
川
　
忠
男

堀
田
　
芳
雄

島
沢
　
則
行

林
　
美
樹
雄

池
川
　
邦
夫

上
野
　
重
雄

政
二
　
正
成

稗
苗
　
安
一

森
　
　
雪
二

稗
苗
　
　
勉

森
　
　
孝
良

富
川
　
清
明

富
川
　
　
功

菊
地
　
邦
治

松
永
　
喜
一

窪
田
　
伸
朔

金
森
　
和
夫

寺
崎
　
　
繁

窪
田
　
　
潔

髙
縁
　
　
勉

黒
崎
　
美
保

雛
形
　
逸
夫

明
歩
谷
良
昭

谷
口
　
芳
綱

河
崎
　
忠
雄

谷
口
　
直
實

河
崎
　
俊
廣

石
橋
　
建
夫

川
口
　
　
進

河
崎
知
津
子

河
崎
　
計
演

佐
々
木
　
正

川
口
　
信
一

石
橋
　
達
郎

谷
口
　
忠
嗣

石
橋
　
秀
久

石
橋
　
嘉
夫

金
盛
　
行
男

石
川
　
和
浩

稲
盛
　
保
雄

石
川
　
正
則

只
石
　
賢
一

石
川
　
　
充

熊
林
　
昭
作

金
盛
　
忠
昭

稲
盛
　
仙
三

宝
田
　
一
志

宝
田
　
保
博

佐
竹
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太

佐
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田
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紀
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直
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稗
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谷
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徳
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原
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幸

森
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仁
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坂
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郎
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弘
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木
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宏
和
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弘
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勲
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寿
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潤
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和
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中
　
勇
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一

宮
野
　
賢
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宮
野
　
尊
弘
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木
政
弘
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江
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雄

本
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場
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光
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野
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行
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政
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清
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浩
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大
沢
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宮
坂
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窪
田
　
　
勲

宮
坂
　
憲
一

荒
川
　
清
司

宮
坂
　
武
司

宮
坂
　
知
次

宮
坂
　
康
典

盛
永
　
隆
一

石
崎
　
　
均

元
由
　
　
進

石
崎
　
宏
和

谷
口
　
敬
蔵

石
崎
　
清
則

谷
口
　
正
晃

長
勢
　
英
二

谷
口
　
政
己

寺
崎
　
明
博

本
田
　
新
一

佐
々
木
　
隆

寺
崎
　
正
之

米
田
　
　
茂

三
井
　
政
行

森
川
　
金
蔵

三
井
　
志
郎

米
沢
　
陽
一

松
岡
　
　
要

山
田
　
文
雄

山
田
　
茂
博

滝
川
　
金
信

中
川
　
弘
悦

松
山
　
俊
哉

小
林
　
義
夫

松
枝
　
憲
治

小
林
　
忠
志

伊
藤
　
一
成

小
坂
　
孝
浩

後
藤
　
正
道

三
井
　
忠
信

伊
藤
　
俊
雄

三
田
　
勝
成

森
山
　
　
肇

平
野
　
彰
義

黒
田
　
博
明

黒
田
　
俊
雄

小
林
　
俊
雄

澤
崎
　
　
弘

小
坂
　
知
行

平
野
　
武
久

平
野
　
泰
正

黒
田
　
孝
作

宮
ケ
丁
八
三
郎

城
山
　
正
志

徳
本
　
久
邦

本
城
　
定
吉

大
越
　
信
芳

寺
崎
　
忠
義

佐
崎
　
忠
行

徳
本
　
義
晴

谷
越
　
　
茂

尾
谷
　
隆
仁

尾
谷
　
　
勉

若
林
　
孝
盛

若
林
　
義
人

尾
谷
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。
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︱
０
０
６
７

	

　
　
　
　
　

魚
津
市
釈
迦
堂
１
︱
14
︱
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︱
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９
０
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布
施
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トピックス
TOPICS

なかいたさくら祭り2017に出店
＝魚津のおいしい農産物をPR＝
　４月１日から２日にかけて東京都板橋区の中板橋商
店街で開催された「なかいたさくら祭り2017」にJAう
おづから職員５名が参加しました。「なかいたさくら祭
り2017」に魚津物産展のブースとして魚津産コシヒカ
リのキューブ米（２合入り）や、１kg入りの商品などを
販売し魚津市をPRしました。同商店街では３月25日か
ら同祭りが開催され、「お花見屋台」「ホタルイカの発光
ショー」「なかいた劇場」など様々なイベントで盛り上が
りをみせていました。地元生産者手作りの大根の麹漬
けの試食販売や魚津産りんご100%ジュース「ふじだ
け」の試飲販売も行いました。来場者は石神井川沿いに
咲く桜を眺めながら魚津市の特産品を楽しみました。

農産加工品の試食販売を行いました

おいで安　桜のページェント出店
＝花見のお供にたてもん汁をどうぞ＝
　４月８・９日の２日間、魚津総合公園で「第12回桜の
ページェント」が開かれ、おいで安が出店しました。イ
ベント当日はほくほくの石焼芋、押し寿司、おにぎり、
たてもん汁が店先に並び、お花見のお供にと買い求める
姿が見られました。「たてもん汁」は全国学校給食甲子
園の女子栄養大学特別賞を受賞したメニューの一つで、
ユネスコの無形文化遺産に登録された「魚津のタテモン
行事」をイメージした一品となっています。
　このイベントは市民や飲食店の有志の実行委員会が毎
年開催しています。飲食コーナーが設けられたほか、魚
津蜃気楼節愛好会による桜音頭や、若者によるダンスの
披露など、花見客を魅了しました。

たてもん汁おいしいよ～

田植え時期繰り下げの要望書を
市商工会議所へ提出
＝「魚津産コシヒカリ」の品質向上めざし＝
　海野武史組合長は10日、同市釈迦堂にある魚津商工
会議所を訪れ、田植え時期の繰り下げ要請を求める要
望書を大愛高義会頭に手渡しました。
　JAうおづでは出穂時期が高温時期と重なり、米の品
質が低下するのを防ぐため、５月15日中心の田植えを
推進しています。田植え時期の繰り下げは、出穂時期
を調整し、米の品質を向上させる目的で行われており、
今年で15年目になります。取組みを開始した平成15年
以降は、異常高温に見舞われた平成22年・平成24年を
除けば１等米比率80～90％を維持しており、一定の効
果が得られています。
　要請書提出に際し、海野武史組合長は「１等米比率もさ
ることながら、食味値にも気を遣いながら高品質で売れる
米づくりに取組んでいきたい」と述べ、理解を求めました。

要請文を読み上げる海野組合長
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魚津市農業再生協議会・平成29年度
第１回魚津市農協生産団体代表者会議
　４月13日、表題の総会および会議が営農・経済セン
ターで開催され、各地区生産組合長や組織の代表者、
農業関係機関などから78名が参加しました。はじめに
29年産米の生産数量目標配分や交付金に関する実績
等の報告を行い、平成28年度魚津市農業再生協議会
事業報告、平成29年度魚津市水田フル活用ビジョン
および産地交付金制度などの協議が滞りなく承認され
ました。講演会では、富山県農業共済組合事業管理部
の岩井孝夫氏からは「収入保険制度について」、富山
県新川農林振興センター担い手支援課の奥野善久氏
からは「富山県の園芸生産振興の取組みについて」と
題し講演していただきました。

村椿会長のあいさつ

加積りんご組合花見会
　４月28日、六郎丸の野村松夫りんご園で加積
りんご組合花見会が開催され組合員・関係者合わ
せて約100名が参加しました。冒頭で伊東仁志組
合長から「これからもお客さんの笑顔が見られる
よう安心安全なりんごの生産に努めていきたい」
とあいさつがありました。天候にも恵まれ青空の
下、参加者は今年の豊作を祈願し満開のりんごの
花を楽しみました。主力品種であるふじの開花始
めは４月23日で、29日に満開を迎え、平年よりも
若干早くなりました。

絶好の花見日和となりました

JA共済「自転車交通安全教室」を
開催
＝自転車ルール守ろう＝
　４月12日、魚津市立東部中学校で自転車交通安
全教室が開催されました。これは、JA共済連富山が
富山県警察本部と連携し、スタントマンによる自転
車交通事故の実演を通じて事故の衝撃や恐ろしさを
生徒に実感してもらおうと行ったものです。
　この日は自転車の危ない乗り方や、実際にあった
自転車交通事故の再現など様々な状況をスタントマ
ンが再現してくれました。スタント中は衝突の衝撃
やブレーキ音などが響き渡り、本物さながらの事故
を目の当たりにすることとなりました。生徒らは交
通ルールの大切さ、交通事故の恐ろしさを改めて実
感しているようでした。

自転車の危ない乗り方、正しい乗り方を学びました
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農作業メモ

☆適正な水管理により初期生育促進！

☆適期中干しで品質向上！
　遅れないように適期に確実に行いましょう！

営農企画課　寺田	翔太

適正な水管理と徹底した中干しで
健全な稲体を！

田
植
え
後
の
水
管
理

活着するまでは、３～４
㎝のやや深い水管理とし
ましょう。特に低温や風
の強い日は圃場を見回り
田面が出ないように湛水
を徹底しましょう。

�活着後は、水温を上昇さ
せるため浅水管理とし�
分げつの発生を促しま
しょう。 雑

草
防
除

散布時は湛水状態（水深
３～５㎝）を保ち、散布
後７日間は落水、かけ流
しはしない。

溝
切
り
の
方
法

●落水し軽く地固めをしてください。
●�溝を切る間隔は８条～10条おき、深
さは10㎝以上にしましょう。
●�水口、水尻につなぎ、水が流れやす
いように溝を排水溝につなげましょ
う。

溝
切
り
の
効
果

●秋の長雨による停滞水の容易な排水
●フェーン等の緊急時の迅速なかん水

中
干
し
の
方
法

●�中干しは田面に小さなヒビが入り、
軽く足跡がつく程度とします。
●�中干し期間中であっても、田面が乾
きすぎる場合は、走り水でかん水し
ましょう。
●�中干しは田植え１カ月後を目安に実
施しましょう。

中
干
し
の
効
果

●�無効茎の発生抑制による適正生育量
の確保
●下位節間の伸長抑制による倒伏軽減
●土壌への酸素供給による根の健全化
●�収穫時の機械作業が可能な地耐力の
確保

5/15
田
植
え
日

5/20 5/25 5/30 6/5 6/10

７日間落水、かけ流しはしない！

低温時は浅水・
落水を避ける

初期剤散布 軽い田干し 溝切り一発剤散布

畔
深水管理
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苗 の 選 び 方苗 の 選 び 方苗 の 選 び 方

　春は家庭菜園をしている人にとって大忙しの季節です。園芸シーズンを迎えますので、苗を販売
している農家やホームセンターなどでは色々な野菜の苗が売り出されます。
　そこで苗を購入する時や、育苗後、定植に良い苗を選ぶポイントをまとめました。下記を参考に
良いものを畑に植えて、丈夫に育てていきましょう。

育苗後の苗・市販されている苗の選び方
・茎が丈夫に育っていること
・葉の１枚１枚の厚みがあり、大きさも適度に育っていること
・葉の形や大きさはもちろん、色にも注目してみること
・しっかりと根が張っていること
・病気、害虫などの被害にあっていないかを確認すること
　全ての野菜に当てはまる事柄となりますので、上記のポイントに気をつけて、苗選びをしてみて
ください。

自根苗と接木苗
　野菜の各品種を種から育てた苗を「自根苗」、病気などに強い他の品種（台木）に接木した苗を「接
木苗」といいます。自分に合った苗を購入しましょう。

自根苗の特徴
・接木苗に比べると価格が安く、たくさん植えたい方向け
・接木苗に比べると病気になりやすい

接木苗の特徴
・病気に強いため、農薬の散布量を減らすことができる
・生育旺盛なので、収穫期間が長く、たくさんの量を収穫しやすい
・連作障害に強く、狭い場所でも毎年野菜を作りやすい
　（連作障害とは、毎年同じ場所に同じ種類の野菜を植えると元気に	
　育たなかったり病気になったりする障害です）
・苗を２本分使っているため、自根苗に比べると価格が高い

家庭菜園
ひとくちメモ

J Aうお づ  ふ れ あ い 大 市 開 催J Aうお づ  ふ れ あ い 大 市 開 催第５回第５回

接木苗とは

実がなる部分
→食べておいしい品種

良いところを合わ
せて丈夫な苗に！

根になる部分
→病気に強い品種

　会場にて10万円以上お買い上げの方に

　粗品を進呈！

　ご来場者に「魚津の麦茶」進呈！
　（粗品引換券持参の方に）

１

２

購入者特典会　　場  加積倉庫
実 施 日  平成29年６月10日（土）

時　　間  午前８時〜午後６時

取扱品目  地場産コーナー（野菜・食料品等） 

  生産資材（農機具・農薬・太陽光関連等）
  生活資材（家具・ガス製品・ホームタンク・

自動車等）
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女性部
　

４
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
本
店
に
て
Ｊ
Ａ
新
川
地

区
女
性
組
織
協
議
会
第
８
回
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ａ
み
な
穂
、
く
ろ
べ
、
う
お
づ
、
ア
ル
プ
ス

の
女
性
部
員
と
生
活
指
導
員
合
わ
せ
て
48
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
の
平
成
28
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
か
ら
第
３
号
議
案
ま
で
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
女
性
部
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
各
Ｊ
Ａ
女

性
部
の
特
色
の
あ
る
活
動
に
部
員
た
ち
は
興
味
津
々

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
、
表
題
の
総
会
が
県
Ｊ
Ａ
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
約

１
５
０
名
が
参
加
し
、
平
成
28
年
度
事
業
・
収
支
決

算
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
・
収
支
予
算
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
一
般
社
団
法
人

家
の
光
協
会
東
海
北
陸
普
及
文
化
局
の
北
川
局
次

長
が
「
私
が
元
気
！
仲
間
が
元
気
！
地
球
が
元
気
！

～
生
き
生
き
Ｊ
Ａ　

女
性
組
織
の
た
め
に
知
っ
て

お
き
た
い
こ
と
～
」
と
題
し
、
全
国
の
様
々
な
Ｊ
Ａ

女
性
部
の
活
動
を
事
例
に
今
後
の
女
性
部
の
あ
り

方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
新
川
地
区
女
性
組
織
協
議
会

第
８
回
通
常
総
会

第
63
回
富
山
県

女
性
組
織
協
議
会
総
会

髙本会長のあいさつ

谷井会長のあいさつ

JAうおづ　無料法務相談会のお知らせ
開催日時 　平成29年６月15日（木）午後２時～４時
場　　所 　JAうおづ営農・経済センター　２階小会議室
料　　金 　無料

●相談を希望される方は、各支店・事業所へ申込みください。
●金融法務以外の相談はご遠慮いただきますようお願いいたします。
●相談にはJAの顧問弁護士が対応します。

【お問い合わせ】
組合員課　☎24-9924　　西部支店　☎22-4880
東部支店　☎22-0695　　北部支店　☎22-1102
中央支店　☎22-0387



JAうおづ 2017.511

青壮年部

☆ご注意　入場には年金友の会会員であることと入場整理券が必要です。
☆お申込みは平成29年６月５日（月）までに地区役員、または支店窓口にお願いします。

会員親睦大会
JAうおづ年金友の会連絡協議会第28回

会員親睦大会会員親睦大会
開場11時30分　開会12時30分

日 時 平成29年６月17日（土）
開場11時30分　開会12時30分
平成29年６月17日（土）

場 所 新川文化ホール（大ホール）新川文化ホール（大ホール）

～漫談・多彩なレパートリー
　ものまねショー♪
　おやーじ北島

落語・ものまね・歌謡ショーのひとときをお楽しみください!!

華やかな演歌歌謡を
お楽しみください。
岡田しのぶ

落語
柳家 小さん

落語・ものまね・歌謡ショーのひとときをお楽しみください!!

貯金為替課　24－9917
西部支店　22－4880　　東部支店　22－0695
北部支店　22－1102　　中央支店　22－0387

お問い合わせは、JAうおづ各支店まで

　

４
月
14
日
・
17
日
に
天

神
保
育
園
、
経
田
保
育
園

の
園
児
た
ち
と
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

絶
好
の
農
作
業
日
和
と
な

り
ま
し
た
。
青
壮
年
部
員

が
事
前
に
耕
起
し
黒
マ
ル

チ
を
張
っ
て
お
い
た
畝
に
、

合
計
約
30
㎏
の
種
い
も
を

保
育
園
児
と
部
員
が
一
緒

に
植
え
付
け
て
い
き
ま
し

た
。
農
業
体
験
を
通
し
て

収
穫
で
き
る
喜
び
や
食
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
始
め
た
こ
の
取
組
み

は
今
年
で
６
年
目
に
な
り

ま
す
。
７
月
に
は
園
児
と

一
緒
に
収
穫
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

園
児
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
定
植

　
　
　
　
　
　

食
農
教
育
事
業

17日　経田保育園　年長園児と 14日　天神保育園　年長・年中園児と

畠山教育長㊧へ目録とちゃぐりんを手渡す海野組合長㊨

食農教育活動　ちゃぐりん贈呈式
　４月４日、魚津市北鬼江にある魚津市教育委員会
で『ちゃぐりん』の贈呈式を行いました。海野武史組
合長、杉田俊次常務理事ら４名が訪れ、海野武史組
合長から畠山敏一教育長へ家の光協会が発行する月
刊誌『ちゃぐりん』４月号と目録が手渡されました。
魚津市内の新小学３年生319名が対象で、次代を担
う子どもたちに学年や世代を超えて、食・環境と農
業への理解を深めてもらおうと毎年実施しており、
今年で10回目になります。市内10の小学校へは贈呈
式後に配布しました。

食農教育
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　４月３日から各部署に５名の新人
職員が配属されました。どうぞよろ
しくお願いします!!

①趣味
②好きな言葉
③今ハマっていること
④実は私○○なんです。
⑤星座・血液型
⑥高校時代の部活動
⑦好きなタイプ

①音楽、ラジオを聴くこと
②報恩感謝
③早寝早起
④ピアノが弾けます。
⑤てんびん座・Ａ型
⑥卓球部
⑦気が利く人

追
おい

杉
すぎ

　勇
ゆう

雅
が

（総務部　管理課）

①読書
②情熱
③車の運転の練習
④実は剣道三段です。
⑤さそり座・AB型
⑥剣道部
⑦髪が長い方

清
し

水
みず

　雄
ゆう

太
た

（東部支店　営農相談室）

①音楽鑑賞
②為せば成る
③ 撮りだめしたドラマ

を見ること
④実はマンガ大好きです。
⑤ふたご座・Ｂ型
⑥手芸部
⑦優しい人

本
ほん

田
だ

　晴
はる

菜
な

（東部支店　業務）

①スポーツ
②ありがとう
③ ス ト レ ッ チ（ 柔 軟 ）、

夜のランニング
④ 実は大学で社交ダンス

をしていました。
⑤しし座・Ｏ型
⑥野球部
⑦おもしろい人、元気な人

冨
ふ

居
ごう

　峻
しゅんすけ

祐（東部支店　業務）

①ゲーム、スポーツ
②休日、華金、必笑
③野球
④実は甘い物大好きです。
⑤いて座・Ｏ型
⑥野球
⑦西野七瀬

大
おお

沢
さわ

　芳
よし

輝
き

（農機具センター）

採 用 試 験 案 内

日　　時 	【１回目】平成29年６月２日（金曜日）
	 	 午後１時30分～
	 【２回目】平成29年６月５日（月曜日）
	 	 午後１時30分～
	 ＊	いずれかの日程でエントリー願います。

両日ともの受験はできません

場　　所 	 JAうおづ営農・経済センター
	 魚津市北鬼江360
	 あいの風とやま鉄道　魚津駅徒歩７分

受験資格 	 	平成30年３月４年制大学および短期大
学（専修学校を含む）卒業予定者　全学
部・全学科対象

	 ＊卒業後３年間は、新卒とみなします

申し込み方法
	 	マイナビ2018　JAうおづ（魚津市農業

協同組合）サイトよりエントリーお願い
します

試験内容 	 	一般常識試験
	 作文（題は当日発表します）

持 ち 物 	筆記用具　履歴書（顔写真付）
	 卒業見込証明書（もしくは卒業証明書）

選考結果 	 メールによりお知らせいたします
	 	なお、選考結果により後日役員面接を

実施します

　世代を問わず楽しむことのできるパークゴルフ。地域の交
流の輪を広げ、仲間との親睦を深めることを目的としており
ます。多数の参加をお待ちしております！

第10回JAうおづ組合長杯
パークゴルフ大会

開催日時：平成29年７月10日（月）雨天決行
受　　付：午前８時15分～午前８時45分(時間厳守)
開 会 式：午前９時
スタート：午前９時15分
申し込み締切日：６月15日（木）
　主　　催	 魚津市農業協同組合
　主　　管	 JAうおづパークゴルフ大会実行委員会
　後　　援	 北日本新聞社
☆表　　彰	 個人の部　　優勝　次勝
	 団体の部　　優勝　次勝　参勝（スコア集計）
☆参加賞他	 	４～10位賞　飛賞　特別賞　BB賞　ホール

インワン賞など
☆会　　場	 早月川パークゴルフ場
☆参加人数	 200名
☆参加資格	 	JAうおづ組合員・年金友の会会員・JAうおづ

取引先とその家族
☆参 加 費	 	500円（申込み時に納入）
	 但し、プレイ代は自己負担（510円）
☆競技方法	 男女別個人戦（27ホール　ストロークプレイ）
	 	団体戦（校下単位で各２組、１組４名のうち

１名以上は女性）
	 	ハンディキャップは、昨年優勝３点、準優勝

２点、３位１点とする。
申込み・問合せは　JAうおづ各支店窓口へ

・西部支店　☎22－4880　　・東部支店　☎22－0695
・北部支店　☎22－1102　　・中央支店　☎22－0387

北日本新聞社後援

参加者
募集

フレッシャーズ紹介



JAうおづ 2017.513

応募者２名様に
抽選で!!

★ヨコのカギ
❶６月の第３──は父の日です。
❷�収穫物を──・優・良に仕分け	
した。

❸�梅干しの色付けにも使われる葉	
野菜。

❹止まらずに行ってしまいました。
❻近付くと雨が降りやすくなります。
❽草を刈るときに使います。
��長崎の麺料理。ちゃんぽんと並ぶ
名物です。

�願い事を書いて奉納する板。
�ナガス、マッコウ、ミンクといえば。
��お手洗い、ご不浄などともいい	
ます。

�鬼が出るか──が出るか。

★タテのカギ
1 身を立てて故郷へ──を飾った。
3 肩や腰が痛むときに貼ることも。
5 傷や病気が治ること。
6「これが生命線で、これが運命線	
　 ……」と見ていきます。
7 ろくろ首やのっぺらぼうなど。
9 梅雨どきには差す機会が増えます。
11 	漆で描いた文様に金粉などを付けて
仕上げます。

13 釣った魚を入れます。
15 お酒よりもお菓子が好きな人。
17 本当にあったこと。
19 つるべで水をくみ上げます。
20１階建ての建物のこと。
21 	居酒屋や料理屋の入り口によく下げ
られています。

４月号の答え『マーガレツト』
当選者	 大場　淑子さん（相木新）
	 小前　順子さん（宮　津）

おめでとうございます。
応募総数…11通

正解者数は11通でした!!

1  5 7  13  20 

2 　   14 17  

　   8 11  18  

 6   15   

3    12 　  21 

4   9  16 19  

 　 10    　 

D

B

C

E

A

JAうおづレギュラーガソリン
10L券をプレゼント！!

全部の文字を埋め、A～Eの二重ワクの
文字を並べてできた言葉が答えです。

テ
ー
マ
　
―
新
た
に
始
め
た
い
こ
と
・

始
め
た
こ
と
―

　

や
っ
ぱ
り
農
家
の
嫁
だ
か
ら
畑
仕
事

か
な
。
去
年
ま
で
は
、
お
姑
さ
ん
に
さ

し
ず
さ
れ
な
が
ら
植
え
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
う
ね
作
り
も
植
え
つ
け
も
私
の

自
由
で
す
。
何
を
植
え
よ
う
か
と
毎
日

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
腰
が
痛
く
な
っ
た

り
と
大
変
で
す
が
、
収
穫
の
楽
し
み
を

考
え
る
と
が
ん
ば
れ
ま
す
。
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
に
挑
戦
。

	

（
雪
だ
る
ま
さ
ん
）

　

畑
仕
事
は
大
変
な
作
業
が
多
い
で
す

が
、
そ
の
分
収
穫
の
と
き
の
達
成
感
は

大
き
い
で
す
ね
。
体
に
気
を
付
け
な
が

ら
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

家
の
２
Ｆ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
検
討
中
。

育
児
の
あ
い
間
に
使
い
や
す
い
す
て
き

な
部
屋
を
考
え
て
い
ま
す
。

	

（
小
前
順
子
さ
ん
）

　

赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
の
笑
顔
あ
ふ
れ

る
素
敵
な
お
家
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

靭
帯
断
裂
で
手
術
し
、
今
ま
で
や
っ
て

い
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
休
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
ま
た
体
の
た
め
に
再
開
し

ま
す
。	

（
谷
口
正
法
さ
ん
）

　

春
に
な
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
日
和
に

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
体
に
気
を
付
け

て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

二
胡
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
も
弾
い
て
み
た
い
で
す
。
夢

か
な
。
さ
っ
そ
く
動
き
ま
す
。

	

（
ミ
ッ
チ
さ
ん
）

　

す
ぐ
に
動
け
る
行
動
力
は
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
。
夢
が
叶
う
よ
う
練
習
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー

　

ル
ナ
リ
ア
の
芽
が
出
て
か
わ
い
い
双

葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
ま
で
丈
夫
に

育
て
て
や
り
ま
す
。
来
秋
に
は
美
し
い

ウ
チ
ワ
の
よ
う
な
半
透
明
の
薄
い
膜
状

の
さ
や
が
出
来
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
と
し

て
楽
し
め
ま
す
。
ち
な
み
に
ル
ナ
リ
ア
は

２
年
草
で
す
。	

（
ト
シ
コ
ば
あ
さ
ん
）

　

来
秋
に
か
わ
い
い
花
が
咲
く
の
が
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　

ふ
き
の
と
う
も
大
き
く
な
り
茎
だ
け

と
っ
て
食
べ
ま
し
た
。	（
河
西
八
重
子
さ
ん
）

　

山
菜
の
お
い
し
い
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
道
端
に
ふ
き
の
と
う
を
見

つ
け
る
と
「
春
だ
な
」
と
思
い
ま
す
。

お
た
よ
り
コ
ー
ナ
ー

６月号のテーマ「旅行に行ってみたいところ・旅行での思い出」
　６月のテーマは“旅行”。県内、国内はもちろん海外に行ったときの思い出に残って
いるエピソードやこれから行ってみたいと思っているところなど教えてください！

応募方法
　郵便はがきに、①クロスワードパズルの答え、②おたよりコーナー「テーマ」また
は「フリー（ご意見・ご感想など）」、③郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を書
いて送ってください。

※	おたよりコーナーへの投稿がなくてもクイズ
の応募は受け付けます。
※	おたよりコーナーで紹介させていただく場合、
フルネームでの掲載となりますので、ペン
ネーム希望の方はペンネーム等の記入もお忘
れなくご記入ください。
※	投稿すべてを紹介できない場合がありますの
であらかじめご了承ください。

（５月25日消印有効）

937－0066

魚津市北鬼江
360

JAうおづ編集部

①	クロスワードパズル
の答え

②	おたよりコーナー
　「テーマ」または	
　「フリー」

③	郵便番号、
　住所、氏名、
　年齢、電話番号

クロスワードパズル・おたより募集!!
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JAからのお知らせ

平成29年度　JAうおづ日帰り人間ドックのご案内平成29年度　JAうおづ日帰り人間ドックのご案内
JAでは皆様に「厚生連の日帰り人間ドック」健診をお勧めしています。
自分の健康管理は、まず今の健康状態を知ることから始まります。
～思い立ったが吉日　年に一度は『健診』を受けましょう～

【対　　象】	 40歳以上の組合員およびその家族　　※社会保険等で検診を受けておられない方
【健診場所】	 厚生連滑川健康管理センター（滑川市常盤町119　☎076-475-2254）
【申込締切】	 平成29年５月31日（水）（希望日にそえない場合があります）
【健診内容】	

☆身体計測	 ☆肺機能検査
☆血圧測定	 ☆胸部X線撮影
☆尿検査	 ☆心電図検査
☆血液検査	 ☆子宮・乳がん検査
☆心電図検査	 ☆視力・聴力検査
☆眼底検査	 ☆腹部超音波検査
☆胃検査　※胃カメラは事前予約が必要です。
☆診察・問診・健康相談

【健診料金】

【助成金について】
※上記の他に各市町村、協会けんぽ、健康保険組合等の助成制度があります。
※富山県後期高齢者医療の被保険者の方は魚津市より助成がありますが、検査日14日前までに申請が必要です。
			詳しくは魚津市役所　市民課　☎２３－１０１１　までお問い合わせください。
※魚津市国保の被保険者（年度内年齢が満40歳以上74歳まで）の方は、特定健診受診券持参で助成があります。
			ただし受診日が市の特定健診が実施される開始日（６月１日）以降の場合のみとなります。
			詳しくは魚津市役所　市民課　☎２３－１０１１　までお問い合わせください。
※39歳以下の方も受診できますが、市の助成がありませんので、予めご了承ください。

【その他】
・日帰り人間ドックの申込者は、市で実施する住民検診および胃がん検診の受診はしないでください。
・健診データをもとに後日個別指導を実施します。（健康相談や健康教室が行われます。）
・魚津市助成の検診については、事後指導等のため、結果が市に報告されますのでご了承のうえ受診ください。

【お申込み】下記の連絡先までお願いいたします。
西部支店　☎２２－４８８０	 東部営農相談室　☎２２－０７９７
東部支店　☎２２－０６９５	 北部支店　☎２２－１１０２
中央支店　☎２２－０３８７	 組合員課　☎２４－９９２４

【オプション検査】（追加料金が必要です）
●脳ドック	 ————————　21,600円
●肺CT	——————————— 6,480円
●骨密度検査	 ———————— 2,710円
●喀痰検査	 ————————— 2,380円
●PSA検査（前立腺がん）	——— 1,520円
●CT内臓脂肪測定検査	———— 2,060円
●ペプシノゲン検査	 ————— 2,380円
●ピロリ抗体検査（血液）	———— 870円

健診基本料 厚生連助成金
助成金額（世帯）

個人負担金額
正准組合員 JA生命共済加入

および組合員世帯
男性 37,800 ▲8,000 ▲3,000 ▲2,000 24,800
女性 44,280 ▲9,260 ▲3,000 ▲2,000 30,020

J Aうおづ共済センター新設のお知らせJ Aうおづ共済センター新設のお知らせ
本店でおこなっておりました共済業務がJAうおづ共済センターへ移転しました。

新 住 所 	 〒937-0066　魚津市北鬼江2-14-5
電話番号 	 共済保全課　24−9918（変更ありません）

	 共済普及課　24−9919（変更ありません）
F A X 	 32−3057
営業開始日 	 平成29年５月８日（月曜日）
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JAからのお知らせ

ＪＡの「自動車共済お見積りキャンペーン」開催中！
富山県下で総計228名様に…

抽選で素敵な賞品が当たります！

ＪＡの「自動車共済お見積りキャンペーン」開催中！

【17180900***】

さわやか賞
dyson Hot+Cool
AM05WS ファンヒーター

（各期2名様）

あったか賞
磯はなび

ご利用券3万円分

（各期5名様）

まんぷく賞
グルメギフト

カタログ

（各期50名様）

詳しくは、JAうおづ お近くの支店まで！

人 　 事 　 異 　 動 平成29年４月17日付

新 氏 　 名

金融部融資課
西部支店業務担当

黒　瀬　勇　人
梅　原　太　輝

西部支店業務担当
金融部融資課

平成29年４月24日付

東部支店営農・経済担当 守　内　尚　代 総務部総務課付

平成29年４月30日付

　　　寺　西　純　一
嘱託　澤　田　正　史

総務部総務課付（代理待遇）
経済部農機具センター係長

旧

依 　 願 　 退 　 職

フラワーデザイン教室【営農・経済
センター】13：30

５/10
水

農業用廃プラスチック回収【営農・
経済センター】９：00

５/24
水

おいで安定例会【農村環境改善セン
ター】19：30

５/17
水

第５回JAうおづふれあい大市
【加積倉庫】８：00

６/10
土

平成29年４月27日　出席理事12名　出席監事４名
報告事項
第１、	３月末事業実績について（３月末財務・事業内容）
第２、	組合員の加入及び脱退について
第３、	平成28年度ディスクロージャー誌について
第４、	第５回JAうおづ「ふれあい大市」の開催について
第５、	第１四半期余裕金運用状況及び第２四半期余裕金運用計画について
第６、	債権管理委員会協議結果について
第７、	第28回年金友の会会員親睦大会について
第８、	内部監査の品質に関する内部評価報告書について
第９、	コンプライアンス委員会報告について
第10、	その他①役員との取引について　他
	 以上、報告されました。
付議事項
第１号議案 職制業務分掌規程別表の一部変更の件
	 全理事の賛成で承認されました。
第２号議案 ゆうちょ銀行ATMの顧客手数料の追加変更に関する件
	 全理事の賛成で承認されました。

なお、理事会議事録は本店・各支店に備え置いてあります。



24時間受付・年中無休

葬儀・法要のことなら 安心と信頼の

JAうおづ葬祭事業
TEL（0765）23－0271

（または フリーダイヤル 0120-293-039） 担当：谷越・山本担当：谷越・山本

ご来店をお待ち
しております!!

共済だよりNo.220

  住所・氏名・誕生日を書いて写真と一緒に送っ
  てください。
 （なお、写真は返却できませんのでご了承ください。）
  送り先 〒937-0067 魚津市釈迦堂1丁目14番17号
 「JAうおづ共済普及課」まで。

わが家のえがおちゃん、大募集！わが家のえがおちゃん、大募集！わが家のえがおちゃん、大募集！

わが家の
えがおちゃん
わが家の
えがおちゃん
わが家の
えがおちゃん

つ む ぎ

山田  紬生 くん（H28.７.１生まれ）

（魚津市持光寺）

お父さん

 　　 　絢子 さんお母さん

 山田 裕太朗 さん

年 金 友 の 会 　 活 動 報 告年 金 友 の 会 　 活 動 報 告

３月23日　東部支店
片貝地区　宇奈月温泉	ホテル黒部

３月17日　中央支店　しんきろう年金友の会　生地温泉	たなかや

編集後記　　　　　　　はじめまして。４月の人事異動により今月号
からJAだよりの編集を担当することになりました、湯上（ゆ
のえ）です。さて、編集後記を書いている現在、広報担当に
なって約１カ月になります。１カ月間いろいろ教わりながら
記事を作ってきましたが、この５月号はどうだったでしょう
か。初めてのことで上手くいかない中、前任者にアドバイス
をもらったり広報担当者の研修会に参加したりと少しずつで
すが上達できるよう頑張っています。組合員のみなさまに親
しみをもって読んでいただける広報誌を目指していきたいと
思いますので、よろしくお願いいたします。


